
 

 

令 和 ６ 年 ９ 月 ５ 日 

福島県農業総合センター 

（福島県病害虫防除所） 

 

果樹の害虫「クビアカツヤカミキリ」の啓発活動について 

モモなどの果樹やサクラを加害する特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の

発生が全国で拡大しており、隣県の栃木県や茨城県での発生が確認されている

ことから、本県への侵入を警戒しております。 

本種は、農地や庭木、公園など様々な場所で発生することから、多数の人の目

による監視が早期発見のうえで重要です。そのため、関係団体と連携し、下記の

とおり本種に関するセミナーを開催します。また、啓発資材として、これまで「子

供向けのポスター」を作成し県内全小学校へ配布したところですが、このたび、

新たに「イノシシ革製キーホルダー」を作成しました。県民に広く周知したく、

是非、取材をお願いいたします。 

                    記 

１ 農業総合センターまつりでのセミナー等の開催 

農業総合センターまつり２日目（９/７ 11:00～）において、外来カミキリ

バスターズ（外来カミキリの根絶と拡大・侵入防止を目的に設立された団体）

を講師に、セミナーの開催や標本の展示などにより、啓発を行います。また、

果樹研究所参観デー（９/12 14:15～）において、果樹研究所職員によるセミ

ナーを行います。 

２ イノシシ革製キーホルダーの作成・販売（別紙１参照） 

一般社団法人伊達農林業振興公社と連携し、本種同様にモモなどの果樹に被

害を及ぼすイノシシの革を有効活用したキーホルダーを作成しました。害虫と

害獣対策を併せた啓発資材として、センターまつり１日目（９/６）より、当

センター売店にて販売いたします（数量に限りがあります）。 
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公益社団法人福島県植物防疫協会と連携し、本年７月に

子供向けのポスターを作成し、県内の各小学校や児童ク

ラブなどに約 600 部を配布（別紙拡大版参照）。 

 



 

福島県病害虫防除所×inoDATE 

オリジナルキーホルダー誕生！！ 

伊達市の農作物を荒らす害獣として市民を困らせていたイノシシを、 

地域振興に役立てようという思いから生まれた「inoDATE」。 

イノシシ革は、摩擦に強く、耐久性もあり柔らかいのが特徴。 

子孫繁栄、金運アップ等縁起のよい動物といわれています。 

そんなイノシシの革で特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」をデザインした

商品を作りました。モモやサクラといった、福島県民になじみ深い樹を標的

とするこの害虫は、福島県に脅威を与える存在です。少しでも多くのかたに

知ってもらいたいとの思いから、この商品は生まれました…。 

伊達農林業振興公社×福島県農業総合センター 

 

クビアカツヤカミキリの 

クビの部分を赤ペンで塗

ってしあげよう‼ 

イーノ伊達 

別紙１ 




